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２０２１年１０月度テーマ ； どこまでも走ろう

スカウト諸君へ
１０月以降の隊活動予定		

テーマ ； どこまでも走ろう
活動目標 ； ・班活動を通じて、自分の役割と責務を果たすことを学ぶ。

・自ら考え判断し決断する力を養う。
プログラム ； サイクリング（計測）
ソング ； 岩をぶっちわりP76 わが旗かざし P52
当番班 ； ハヤブサ班
日時 場所 集会 内容
９日(土) 18時～ 姉崎公民館

　　日（　）　時～ 姉崎公民館 班集会（各班）

2３日(土)7時集合

3１日(日)9時集合

 　

姉崎公民館

　コロナ禍緊急事態宣言中のため、9月の活動は（も）オンラインでの活動。
　活動内容をどのようにするかリーダーも悩みながら班長会議で相談しつつ、
決定・実施したのが「ロープ結びゲーム」「手旗ゲーム」「星座観察発表」の
３課題。
　「ロープ結びゲーム」は班長が指名したスカウトに指定した結び方をしても
らうもの。いつどんな結び方を指示されるか分からないドキドキがあったで
しょうか。
　ただ、指定の結び方ができないことも多かったです、２級のロープ結びはで
きるようにしたいですね。
　「手旗ゲーム」は基本的に自分の氏名を発信し、他スカウトが読み取るも
の。また、隊長が発信した文章を読み取るものでした。自分の氏名はだいたい
発信できていましたが、読み取りはまだまだですね。隊長発信の文書を読み取
れたスカウトは素晴らしい！
　「星座観察発表」は天候に影響されるところもあったようですが、見つけづ
らい位置の星座を数日かけて確認したというスカウトの発表を聞いた際には、
やっぱりキャンプの夜に全員で夜空を見上げて共感したいものだと思ったもの
です。
　そして、今月も、班長会議から班集会、隊集会とオンライン（ＷＥＢ）で
行ってきましたが、スカウトたちはどんな感想を持ったでしょうか。
　具体的にメリット・デメリットを明確に説明できないかもしれませんが、な
んとなく「やりづらさ」や「これじゃない」と感じていたのではないでしょう
か。

物流基地（コストコ） ビオトープ営造奉仕

９月度 隊活動 

班長会議・班長訓練 １０月活動

計測

隊集会（袖ヶ浦エリア） サイクリング（計測）

40TH

＜活動状況写真＞

※

スカウトたちの活動状況は隊集会後の家庭でのお話しや、インターネットサイ

トで共有している写真から分かるかと思いますが、隊リーダーは何をしているの

か良くわからないですよね。

３４５号まではボーイスカウトの歴史的な部分を紹介してきましたが、今回以降

は隊リーダーの行っていることを紹介して行きたいと思います。

先月、２つの勉強会がありました。一つが【環境教育プログラム「Earth Tribe」】、

もう一つが【スカウトハンドブック活用講座】。

ボーイスカウト＝キャンプスキルだけでなく、長期の研修所や今回行われたよ

うないろいろな分野における学びの機会が設けられ、可能な範囲で参加してい

ます。

成人リーダーに対する学びの機会がしっかりしていることが、100年以上に渡り

スカウト活動が世界中で続けられてきた要因でもあるのでしょう。

スカウトハンドブックの講座では「不便益」というお話しがありました。

コロナ禍の中、オンライン活動を行って来ましたが、オンライン（ＷＥＢ）のメリッ

トと言われる「移動時間無し」「場所は任意」「天候に関係無い」とは、ある意味不

便な部分を省略しているようなものではないでしょうか。

講座では「スカウト活動は不便を楽しむことに魅力がある」と話がありました。

ナビが無いからハイキングで迷う。雨が降れば不快になるなどなど。
野外の不便の中で推理力、想像力、対応力、忍耐力などが少しづつ養われるのでしょう。

〇全員集合写真と手旗披露の状況

【リーダーは何をしているの？】
①少し勉強しています。。。

スカウトハンドブック

ベーシック

スカウトハンドブック

アドバンス


